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◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で製品および価格は予告無く変更されます。予めご了承下さい。
◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた製品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は交換させて頂
　きます。但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の費用は対象とな
　りません。
◎この取扱説明書は、本製品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

・この度は、弊社製品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

ラゲッジボックスオープナーキット　取扱説明書

○本キットを取り付ける事で、イグニッションキーはメインスイッチに挿したままで、エンジン運転中であってもプッシュスイッチ一押しでラゲッジ
　ボックスリッドを開ける事が出来るようになり、ラゲッジボックスがより一層使い易い物となります。
　また、純正と同様にイグニッションキーで開ける事も、もちろん可能です。
○車両に合わせてハーネスを設計してありますので、純正配線を切断したりする必要はありません。　
　ボルトオン・カプラーオンで配線作業は終了します。

～特　徴～

◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により、事故や損害が発生した場合、弊社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎製品を加工等された場合や取り付けられた場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎当製品は、上記適応車種の車両専用品です。他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。
◎補修部品に付きましてはリペア品番にてお申し込み下さい。尚、不明な点がございましたらお買い求め販売店にお問い合わせ下さい。
◎本製品に使用しているオープナーモーターＣＯＭＰ．は、高出力タイプを使用しておりますので、動作中は大きな電力を消費します。
　ラゲッジボックスオープナーのプッシュスイッチを長時間押していると、バッテリー上がりやモーター加熱を防ぐ為の安全装置が働き、モーターへ

　の電力を遮断します。その際に、リレーユニットＣＯＭＰ．が高温になりますのでご注意下さい。
　また、リレーユニットＣＯＭＰ．が高温の間は動作しませんので、しばらく冷却させて常温に戻ってからご使用下さい。
◎オープナーモーターＣＯＭＰ．とリレーユニットＡＳＳＹ．は防水構造ではありません。必要以上に水がかかったりしないように、本取説に指示され
　ている場所に取り付けを行なって下さい。

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

 ・作業等を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。（火傷の原因となります。）
 ・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）　
 ・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）
 ・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）
 ・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みがあれば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　　（部品の脱落の原因となります。）

注意 この表示を無視した取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

 ・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。（事故につながる恐れがあります。）
 ・作業を行う際は、水平な場所で車両を安定させ安全に作業を行って下さい。（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）
 ・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。
　　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）
 ・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。
　　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）
 ・製品梱包のビニール袋は、幼児の手の届かない所に保管するか、廃棄処分して下さい。（幼児がかぶったりすると、窒息の恐れがあります。）

　警告 この表示を無視した取り扱いをすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

商品番号：０５―０９―００３５

適応車種およびフレーム番号
　ＨＯＮＤＡ　

　ＮＣ７００Ｘ　　　ＲＣ６３－１０００００１～
　ＮＣ７５０Ｘ　　　ＲＣ７２－１０００００１～
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番号 部　品　名 数量 リペア品番 　数
１ オープナーモーターＣＯＭＰ. １
２ ケーブルアウター １
３ リレーユニットＡＳＳＹ． １ ３８３００－ＭＧＳ－Ｔ００ １
４ プッシュスイッチ １ ００－０５－００７０ １
５ ケーブルガイド １ ８１３２１－ＭＧＳ－Ｔ００ １
６ フランジナット　Ｍ５ １ ００－００－０２２６ １０
７ ソケットキャップスクリュー　５Ｘ１２ １ ００－００－０２６０ ６
８ ワイヤーロックスクリュー １ ００－００－０４７７ １
９ Ｅリング １ ００―００―０５４３ ４

１０ タイラップ　２５０ｍｍ １ ００－００－０２０２ １０
１１ タイラップ　１５０ｍｍ ２ ００－００－０２２２ １０

００―００―０４８６ １

～商　品　内　容～

～取　り　付　け　要　領～

※２．ケーブルアウターは、１．オープナーモーター ＣＯＭＰ．に出荷時取り付け済みです。
※リペアパーツは必ずリペア品番にてご発注下さい。品番発注でない場合、受注出来ない場合
　もあります。予めご了承下さい。
　尚、単品出荷出来ない部品もありますので、その場合はセット品番にてご注文下さいます様
　お願い致します。

・純正サービスマニュアルを参照し、外装類を取
　り外します。

・水平で安全な場所で、メンテナンススタン
　ド等を用いて車両を安定させます。
・必ずイグニッションキーがＯＦＦの状態で
　作業を開始して下さい。

●外装及びラゲッジボックスの取り外し

１．ピリオンシート（タンデムシート）を開き、
　　シングルシートを取り外します。

２．グラブレールとシートカウルを取り外します。

入

３．ラゲッジボックスリッドを開き、エアダクトを
　　取り外します。

４．シュラウドを取り外します。

５．センタカバーを取り外します。

６．ラゲッジボックスを取り外します。

７．ラゲッジボックス前部に固定されている、
　　ラゲッジボックスリッドキャッチを取り

　　外します。

１
２

３ ４

５ ６ ７９ ８

１１

１０

注意：本取説での外装類取り外し作業内容
　　　は、詳細を省略した概要のみを記し
　　　ております。　
　　　外装取り外し作業に不慣れな方は、　
　　　販売店等に作業を依頼するか、必ず
　　　メーカー純正サービスマニュアルの
　　　作業手順に従い作業を行って下さい。
　　　またカバー類の脱着時、爪部分や溝
　　　部分を破損しないように、注意深く
　　　作業を行って下さい。

注意：グラブレール及びシートカウルを外さ
　　　なくてもサイドカバーを外す事は一応
　　　可能ではありますが、注意深く作業
　　　しなければカウル類に無理がかかり
　　　部品を破損する恐れがあります。　　
　　　安全・確実に作業を行う為には、サービ
　　　スマニュアルの手順に従い、シート
　　　カウルを外すことを推奨します。
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●ラゲッジボックス及び部品類の組み付

　け

１．先ほど取り外したラゲッジボックスリッド
　　キャッチより、純正のラゲッジボックス　
　　リッドロックケーブルを取り外します。

２．図を参照し、ケーブルガイドに純正のラゲッ
　　ジボックスリッドロックケーブルと、オー
　　プナーモーターＣＯＭＰ．のケーブルアウ　
　　ターを取り付けます。

３．図を参考に、Ｅリングを取り付けます。

４．純正のラゲッジボックスリッドロックケー
　　ブル先端のタイコ部を、ラゲッジボックス
　　リッドキャッチのレバーに引っ掛け、ケー
　　ブルを取り付けたケーブルガイドを、ラ　
　　ゲッジボックスリッドキャッチに取り付け
　　ます。
　　ソケットキャップスクリュー　－　ラゲッ

　　ジボックスリッドキャッチ　－　ケーブル
　　ガイド　－　フランジナットの順で取り付
　　けます。

５．オープナーモーターＣＯＭＰ．を図の場所に

　　タイラップ２５０ｍｍで取り付けます。
　　（ケーブルはラゲッジボックスと、エアクリー
　　ナーの間を通し、オープナーモーターＣＯＭ
　　Ｐ．が動かない様にしっかり固定して下さい。）

ＴＡＫＥＧＡＷＡ
レーザーマーキング

81321-MGS-T00

Ｅリング

81321-MGS-T00

ケーブルアウター

純正

注意：オープナーモーターＣＯＭＰ．の
　　　ケーブル先端は非常に鋭利になって
　　　いますので、作業時は手などを傷つ
　　　けない様に十分注意して下さい。

６．オープナーモーターＣＯＭＰ．から出ている
　　ワイヤーを、純正ラゲッジボックスリッド　
　　ロックケーブルのタイコ部に引っ掛けるよう
　　に取り回します。

７．引っ掛けたワイヤーで輪を作るようにして、

　　ワイヤーロックスクリューを仮付けします。

８．オープナーモーターＣＯＭＰ．のワイヤーを
　　完全に引き出し、たるみをなくします。
　　（この作業を省くと正常に作動しない可能性が
　　あります。確実にケーブルを全て引き出して

　　下さい。）

９．ワイヤーロックスクリューのナットをしっ

　　かりと締め付けます。
　　ワイヤーロックスクリューを固定する位置
　　は、ワイヤーが１５ｍｍほど引き込まれて
　　も問題無い位置となるようにして下さい。

　　締め付け後、余分なワイヤーは切断しても
　　問題ありませんが、あまり短く切りすぎる
　　と分解・再取り付け等の際に、非常に作業
　　しにくくなったりする恐れがありますので、
　　ご注意下さい。

１０．組み立てたラゲッジボックスリッド　　
　　　キャッチをラゲッジボックスに取り付け
　　　ます。

１１．ラゲッジボックスを車両に取り付けます。

ワイヤーを引き出す
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↓

・下図を参考に、リレーユニットＡＳＳＹ．の各配線を接続していきます。

●配線の接続

①

⑤

③

④

リレーユニットＡＳＳＹ．

ブッシュスイッチ

バッテリー

バッテリーボックス外側の、
進行方向左側上部あたりに、
純正のサービスチェックカプラが
固定されています。
サービスチェックカプラに、
リレーユニットＡＳＳＹ．の

４Ｐハウジングを接続します。

純正サービスチェックカプラ
（赤色４Ｐハウジング）

オープナーモーターＣＯＭＰ．には極性がありません
ので、平型端子の赤・緑コードは、モーター側端子の
どちらに接続して頂いても問題ありません。

１．外装を復旧する前に、動作確認を行います。
　　先程接続したプッシュスイッチを、ラゲッ
　　ジボックス外側から操作出来る部分まで仮
　　に引き出しておきます。
２．イグニッションキーをＯＮにし、プッシュ
　　スイッチを押し下げると、リレー及びオー
　　プナーモーターが動作し、ラゲッジボック

　　スリッドキャッチをリリースする事を確認
　　します。

●動作確認

３．動作に問題が無ければ、一度ラゲッジボック
　　スリッドを閉じ、プッシュスイッチを押す
　　ことで開ける事が出来るか確認を行って下
　　さい。

１．動作に問題がなければ、リレーユニット
　　ＡＳＳＹ．をラゲッジボックス裏側、オープ
　　ナーモーター上方あたりに設置し、必要に

　　応じて適宜タイラップ１５０ｍｍで固定し
　　ます。
　　この時、リレーユニットＡＳＳＹ．のコード
　　が出来るだけ地面側を向くように取り付け
　　て下さい。
２．外装を取り外した逆手順で、元通り組み立て
　　ていきますが、その際にプッシュスイッチ
　　をラゲッジボックスリッド前など、お好み

　　の場所に設置して組み立てて下さい。

●外装の復旧・プッシュスイッチの取り
　付け

②

①リレーユニットＡＳＳＹ．から出ている２本の平型端子を、オープナーモーターＣＯＭＰ．に接続
　します。
　オープナーモーターＣＯＭＰ．に極性はありませんので、どちらに接続しても問題ありません。

②リレーユニットＡＳＳＹ．から出ている、赤色コードのクワ型端子ををバッテリーの＋極に共締め

　します。

③バッテリー上部左側あたりにある、純正のサービスチェックカプラ（赤色 ４Ｐ ハウジング）に、
　リレーユニットＡＳＳＹ．から出ている４Ｐハウジングを接続します。

④リレーユニットＡＳＳＹ．から出ている２Ｐコネクタに、プッシュスイッチを接続します。

⑤最後に、緑色コードのクワ型端子をバッテリーの－極に共締めします。

・純正サービスチェックカプラー位置

赤色コードのクワ型端子を
バッテリーの＋極に共締めします。

最後に緑色コードのクワ型端子を
バッテリーの―極に共締めします。

注意：外装の合わせ目などからスイッチの
　　　コードを引き出す場合は、あまり強
　　　くコードが挟まれると断線の原因と
　　　なりますので、必要に応じてコード

　　　の通る部分の外装を少しカットする
　　　などして対処して下さい。　

注意：プッシュスイッチを押し下げている
　　　間は、オープナーモーターが電力を
　　　消費します。

　　　長時間押したままにすると、電力を
　　　遮断する安全装置も備えております
　　　が（遮断までの所要時間は、リレー
　　　ユニットＡＳＳＹ．本体温度などの
　　　諸条件により変化します。）、バッテ
　　　リー上がりなどの無用のトラブルを
　　　避けるため、動作させる際は必要以
　　　上に押し続けない事をお勧めします。

〒５８４－００６９ 大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

TEL ０７２１―２５―１３５７　FAX ０７２１－２４－５０５９

お問い合わせ専用ダイヤル　　　　　 ０７２１―２５―８８５７

URL　　　　　　　　　　 　　　http://www.takegawa.co.jp


